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タイプライタ
自治会トップへ戻る

gkit
タイプライタ
回覧板トップへ戻る

http://tamanawadai.sakura.ne.jp/index.html
http://tamanawadai.sakura.ne.jp/kairan/kairan.html
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ペットのための防災心得                                                                     

飼い主の皆様、大切なペットを災害から守る為の備えは 

                           万全ですか？ 

鎌倉市内の各避難所では、2022年現在、ペット(犬・猫・鳥類 

のみ）を人間と別のスペースで受け入れています(同行避難)。 

ペットは人間の避難スペースには立ち入れません。 

飼い主から離れてもペットが安心して過ごせるよう日頃から 

準備しておきましょう。 

✩避難を想定した日頃からの備え 

 ①鑑札、連絡先記載の名札、注射済み票の用意 

 ②マイクロチップ装着（鎌倉市より費用の一部助成あり・ 

2022年6月より義務化） 

 ③しつけ（鳴き声・人になつく・トイレ・ケージに慣れる等） 

 ④健康管理（病気・寄生虫予防・避妊去勢手術） 

 ⑤猫の逃げ場を把握しておく。 

 ⑥ペット用防災用品の準備 

✩ペット用防災用品とは 

①処方薬（フィラリア・ノミ・ダニ用予防薬） 

②フード・水各７日分と容器 

（日頃から自宅の複数個所に置く） 

 ③リード（ハーネス・鎖・ロープなど複数） 

 ④糞の処理袋 

 ⑤ペットシーツ・新聞紙・ビニール等 

 ⑥キャリーケージ・伝言メモ用ペン・ガムテープ・ひも等 

 ⑦日頃使用しているタオル・おもちゃ 

 ⑧猫用トイレの砂とトレイ・猫用洗濯ネット 

 ⑨健康情報記録 

    （ワクチン・マイクロチップ・不妊手術・寄生虫予防） 

 

  ⑩飼い主と一緒に写っている写真 

⑪その他、必要に応じてライフジャケット・くつ・靴下など 

 

災害発生！ 

               ▼ 

    先ず、自分と家族、そしてペットの安全を確保 

    ▼ 

    風水害警戒レベル４避難指示発令 

（地震災害発生時は、TTQ本部の判断で避難開始） 

                ▼ 

   ペットを連れて避難所へ（関谷小学校） 

  ペットは人とは別のスペースに１週間程度滞在可能 

自宅の安全が確認できれば家に留まることをおすすめ 

≪注意≫車中泊不可 

（関谷小学校校庭は災害救援物資搬送用ヘリポートとして 

使用につき全面駐車禁止）              

◎避難所では、飼い主同士助け合って 

ペットを管理し、周囲に迷惑をかけないよう努める 

                    ▼ 

 一週間後 仮設住宅等にペットと共に移る 

  またはペットを動物救護所・ボランティア等に預ける 

 さらに詳しい情報は、下記のページを参照して下さい。 

 ・のっぽ動物病院のホームページ 

https://noppo.amebaownd.com 

 ・神奈川県ペットの災害対策 

https://www.pref.kanagawa.jp/docs/e8z/ 

pettonosaigaitaisaku.html 

２０２２年１月 

玉縄台自治会防災部TTQ 

回 覧 
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